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（低圧型領家帯の温度圧力構造を用いた地殻進化過程の考察）

論文審査の結果の要旨

世界中の変成帯は，島弧および大陸縁辺部に発達する高圧変成帯と中～低圧変成帯が対をなすよ

うに分布する。この対の変成帯という概念は，その後の島弧一海溝系の熱計算などで評価されてき

た。その中で高圧変成帯の変成条件は，沈み込む海洋プレート直上に実現し，高圧変成岩類の源岩

が遠洋性堆積物，海溝充填堆積物，海洋底玄武岩に相当することから，高圧変成作用がプレートの

沈み込みによって生じることは，多くの研究者の一致した見解である。ところが，低圧変成作用が

どこで生じ，どのようにして高圧変成帯と接する位置関係になったのかについては，必ずしも見解

の一致をみていない。

そもそも低圧変成帯の温度圧力条件は，定常的な大陸地殻の地温勾配よりもはるかに高温側に位

置する。そのため外部からの熱の供給が必要である。この熱の供給源を特定することは，上記の低

圧変成作用の形成場や形成過程を知る上で重要な課題である。本研究では，代表的な低圧変成帯で

ある領家変成帯の温度圧力構造を詳細に調べ，地下で生じる化学反応前線（アイソグラッド）との

空間的な関係を明らかにした。その情報を用いて熱源の分布域を特定することに成功した。その過

程で，特定の鉱物組み合わせの出現する地域に広い温度圧力領域があること，その結果として異な

る鉱物組み合わせの出現する 2地域の境界は一義の温度圧力にならずある範囲を持つことを明らか

にした。これは鉱物組み合わせの地理的分布から温度圧力構造を議論してきた従来の研究スタイル

に大きな警鐘を鳴らすことになる。また 1つの変成帯に複数の地温勾配が存在することは，変成相

系列や fieldP-T ~tirve という概念の限界を示唆するものとなった。

以上の結果は，変成相系列，アイソグラッドというこの分野で常識化した概念を再検討Lた点に

おいて，価値ある業績と認められる。

よって，本研究者は博士（理学）の学位を受ける資格があるものと認める。


